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１１．完 成 時 の 施 工 範 囲標 識 シ ー ト

提 出 書 類 受 信 機工事特記仕様書
吊 ボ ル ト 火共

副 受 信 機災Ⅰ　工事概要及び範囲
通 発 信 機そ の 他 報

１．工　事　場　所
電 鈴知事２．建　物　概　要
総 合 盤設

名　　　　称 構造種別 数　量 単位 備　　　考 項 区 域 表 示 板備
１２．発生材の処理 耐 震 施 工 範 囲 制 御 盤

電 気 方 式
施 工 範 囲

施 工 範 囲
中

央

監

視

設

備

機 器 構 成※該当は●印とする。 タンブラスイッチ
１３．産業廃棄物の 信 号 入 出 力 条 件名 称 新 設 改 修 備 考 コ ン セ ン ト

処 理
フロアーコンセント

照明器具の吊ボルト 　 施 工 範 囲

管

理

設

備

防

災

入

退

室

制 御 装 置蛍 光 灯 ・ 安 定 器電

遠隔制御器及び認識部蛍 光 灯 の 種 類 回路方式 電 圧

防雨形器具、防湿形器具

100VＧＬ直管形ランプ ２０形 電池内蔵型非常用照明器具
灯 ｛ ｝

及び誘導灯 電 気 方 式
100～242V１６形 ＰＨ・ＰＸ

直管形ランプ ＰＮ・ＰＨ・ＰＫ３２形 100～242VＰＫ・ＰＺＨｆ形
施 工 方 法設

構

内

配

電

線

路

設

備

構

内

通

信

線

路

設

備

８６形 100～242VＰＮ・ＰＪ ケーブル保護材料
100VＥＬ１８形、２７形 電 柱コンパクト形

100～242VＰＮ１６形 高 圧 負 荷 開 閉 器
100～242V３２形 ＰＮ・ＰＲ・ＰＷ備 ＬＡ・ＰＣ・碍子等
100～242V４５形 ＰＮ・ＰＸ 高 圧 ケ ー ブ ル の
100～242VＰＮ・ＰＸ２４形、３２形、４２形 屋 外 側 末 端 処 理

100V環形のランプ（ホームライトを除く） ＧＨ 高圧ケーブルの余長

ＰＬ 100Vホームライト 電 柱 札

ケ ー ブ ル 標 識

※該当は●印とする。４．施　工　区　分 電 気 方 式

設

備

動

力

施 工 範 囲工種 建築 電気 暖房 衛生 備 考項目 一
支 線　躯体の設備配管用のスリーブ、

○ ○ そ の 他箱抜等及びモルタル等の充填 　 電 気 方 式

電

熱

設

備

外 灯 設 備上記の補強

施 工 範 囲設備機器用天井、壁、床下地の 　
埋込電灯、スピーカー、ファン等

　開口及び開口補強 １４．自主施工期間の

受 雷 部設備機器用天井、壁、床 施 工 条 件
○ ○

雷 設仕上材の切込 接 続 箱
保般 導 線設備用天井、床点検口
備護

１５．季節労働者など防火戸用煙感知器、自動閉鎖装置
Ⅳ　機器取付高さ

の 雇 用○ ○ ○ ○設備機器用基礎 配 電 盤 型 式 機器の取付高さは図示のほか下記を標準とする。
１６．下請業者等への○ルーフドレイン排水金物及び配管 補強は建築 （注）　※1,500（上端1,900以下）変 圧 器受

支払いの適正化 名 称 測 定 取付高（ｍｍ）主 し ゃ 断 器変５．指定部分工事････（１） 工事範囲　　 １７．現場環境改善 電 地上～窓中心取 引 用 計 器 1,800～2,000地 絡 保 護電
力１８．工 事 標 識　　　　　　　　　　（２） 指定工期　　契約日の翌日より　　　　　　平成　　年　　月　　日まで 床上～中心引 込 開 閉 器 1,800進 相 コ ン デ ン サ設 共

１９．工事実績登録事６ ． 別 途 工 事 建築主体工事・機械設備工事 通リ ア ク ト ル備
床上～中心分 電 盤 ※そ の 他

〃ス イ ッ チ 1,150Ⅱ　工　事　仕　様
直 流 電 源 装 置 コンセント（一般）電 〃   300

１．共　通　仕　様 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部 静 源 Ｕ Ｐ Ｓ 装 置 　　〃　　（和室） 〃   200
止 設　　及び図示記号 監修公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成２２年版）同標準図（電

台上～中心　　〃　　（台上）   150形 備気設備工事編）（平成２２年版）による。
床上～中心　　〃　　（土間）   600電

〃ブラケット（一般） 2,100～2,500
項Ⅲ　特　記　仕　様 認 定 基 準

灯 〃　　〃　　（踊場） 2,500

発

電

設

備

原 動 機　　特記事項のうち選択する事項は、●印の付いたものを適用する。 ２０．施工体制台帳の
鏡上端～中心　　〃　　（鏡上）   150

冷 却 方 式提 出種目 項 目 特 記 事 項

太 陽 光 発 電 装 置
壁 掛 形 制 御 盤 床上～中心 ※　１．使 用 機 材 使用する機材は「芽室町建設都市整備課　平成24年度版　設備機材等指定名簿」によ 動２１．共 同 企 業 体 燃 料 電 池

〃開 閉 器 函 1,500る。 編成表の提出 燃 料
〃操 作 ス イ ッ チ 1,150　２．地元資材等の 本工事に使用する主要資材は、地元資材及び優良道産品認定表示のある資材を優先的に使用 力２２．室内空気中化学 系 統 連 系

優 先 使 用 するよう努める。 物質の濃度抑制
床上～下端端 子 盤   300施 工 範 囲　３．特別な材料の 設計図書等に指定されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法とする。

構

内

情

報

通

信

網

設

備

電 床上～中心保 安 器 箱 ※ネットワークの種類工 法
壁 付 位 置 ボ ッ ク ス 〃   300ネットワーク機器類　４．工 事 写 真 工程及び完成写真は、芽室町建設都市整備課「営繕工事記録写真撮影要領」による。
　　〃　　（和室） 〃   200話配 線 引 出 し　５．技 能 士 （１）　技能士の適用は、従事する技能士の氏名、職種及び資格の級別等を記載した書面

フロアー配線引出し　　　により監督員に報告し承諾を受ける。（地域技能士会会長の発行する資格証明書を
壁 掛 形 親 時 計 床上～中心 ※　　　添付） 時

〃子 時 計 2,300
構
内
交
換
設
備

計（２）　作業の軽微なものは、監督員の承諾を受け省略することができる。 電 子 交 換 機
〃壁 掛 形 ス ピ ー カ ー 2,300　６．工事用動力水等 本工事に必要な工事用動力、照明、揚水費は請負者の負担とする。 容 量 拡 〃ア ッ テ ネ ー タ ー 1,150一 　７．諸 手 続 本工事の施工に必要な官公署その他への手続は、請負者が代行し速やかに行う。 声本 配 線 盤

　８．火 災 保 険 等 本工事は、次に規定する保険等に加入しなければならないものとし、保険契約締結後、監督 電 源 装 置
表 示 盤 床上～中心 2,300員に保険証券の写し（保険以外の場合には、保険証券に代わるもの）を提出する。 通 話 方 式

表 壁 付 発 信 器 〃 1,150（１）保険等の目的及び種類
ベ ル ・ ブ ザ ー ・ チ ャ イ ム 〃 2,300　　●　①　工事目的物、工事材料及び仮設物等に生じる損害を填補する保険。 施 工 範 囲

示
設
備

情
報
表

壁 付 ボ タ ン 〃 1,150示　　　　　　（火災保険、建設工事保険、組立保険等） 表 示 器
　　●　②　工事の施工に伴い第三者に与えた損害を填補する保険。 制 御 方 式

床上～中心壁 付 イ ン タ ー ホ ン 1,150　　　　　　（建設工事保険、請負業者賠償責任保険等）
般 誘 〃壁 付 位 置 ボ ッ ク ス 1,150　　●　③　上記に準ずるその他の保険。 施 工 範 囲 導

映

像

音

響

設

備

〃　　〃　　（和室）   200（２）保険等の金額 支映像信号接続条件
〃押釦スイッチ（身障）   850援　　　　①　原則として、請負代金以上。 投 写 方 式２３．特定住宅瑕疵担

（３）保険等の期間 ス ク リ － ン保責任の履行の
テ 分 配 器 箱 床上～上端 ※　　　　①　原則として、工事着手のときから工事目的物の引渡しまでの期間。 確保等に関する レ

床上～中心テレビアウトレット   300法律　９．施工中の安全確 請負者は、共通仕様書第１編１、３、５によるほか特に下記に留意し、工事現場の事故防止 ビ
施 工 範 囲 〃　　〃　　（和室）共   200２４．工場製品検査

拡

声

設

備

保及び環境保全 及び環境の保全に努める。
同増 幅 器 床上～上端収 容 箱 ※（１）　労働者の安全衛生教育の徹底を行う。事 受

ア ッ テ ネ ー タ ー電気工作物の種類 信（２）　工事現場の安全パトロールの励行を行う。
種 別試運転調整その他 受 信 機 ・ 副 受 信 機 床上～中心 1,300（３）　建設機械器具などの危害防止処理の徹底を行う。 火参 考 図 親 時 計 〃総 合 盤 1,300（４）　第三者に災害を及ぼしてはならない。 災配分電盤・端子盤類 子 時 計 〃発 信 機 1,300（５）　公害防止に努める。 報位 置 ボ ッ ク ス 〃電 鈴 2,300（６）　善良な管理者の注意をもってしても、災害又は公害の発生のおそれがある場合の処 知結 露 防 止 〃表 示 灯 2,100　　　置については、監督員と協議する。 施 工 範 囲共 呼 び 線

誘

導

支

援

設

備

１０．交通安全管理 請負者は、工事の施工中交通事故防止のため交通安全管理に努め、下記事項を遵守する。 機 器 種 別配 管 の 塗 装項
（１）着工するに当たり、できるだけ速やかに工事の施工中の交通安全管理計画を策定し、

　　監督員に提出する。なお、計画の策定は資材搬出入運行路線、点検態勢、その他車両運 通 話 方 式通
　　行に係る安全対策等について道路管理者及び管轄警察署等と十分な事前協議を行ない、 Ⅴ　そ　の　他配 線 引 出 し
　　以後も常に連絡を密にとりながら適切な処理を講ずるものとする。 　 フロア配線引出し接 地 極 ※１．ＭＣＣＢ回路に施工する接地とＥＬＣＢ回路に施工する接地は別接地とすること。（内規1350－13）（２）常に下請業者も含め工事施工中の交通安全管理状況の把握に努め管理状況を適宜監督

事　　員に報告する。 施 工 範 囲 ※２．環境に配慮した公共事業を促進するため、低騒音、低振動、排ガス対策を考慮した

（３）工事に関連して交通事故（軽徴なものは除く）が発生したときは速やかに監督員に報 ア ン テ ナ
接 地 極 埋 設 標 　　　建設機械の使用を計ること。テ 受　　告する。 増 幅 器
ケーブル埋設標識標 レ 信 ※３．芽室町工事請負契約書に定めるかし担保期間内に、完成施設事後調査を行う。項（４）運送には、適法業者を選定するなどして過積載又は過労運転に伴う交通事故防止に努
引 込 用 ケ ー ブ ル ビ 設

　　める。 避 雷 装 置
　　　（施設の引渡しを受けた日から１年以内。）土 工 　共 備（５）地域の社団法人北海道ダンプカー協会加入車両を優先使用する。 分配・分岐・混合器

同
直 列 ユ ン ッ ト

体 育 館 ＲＣ　２Ｆ Ｍ2053,311 ２

３．工　事　種　目　防火対象物適用区分法別表第　15　項　　　号

○ 一式

○ 一式

○ 一式

○ 一式

● 一式

○ 一式

○ 一式

○ 一式

○ 一式

○ 一式

○ 一式

○ 一式

○ 一式

○ 一式

○ 一式

○ 一式

○ 一式

○ 一式

○ 一式

○ 一式

○ 一式

○ 一式

○ 一式

○ 一式

○ 一式

○ 一式

○低消費電力形蛍光ランプ（但し、非暖房室及び誘導灯は除く）

電 灯 設 備

動 力 設 備

電 熱 設 備

雷 保 護 設 備

受 変 電 設 備

静 止 形 電 設 備

発 電 設 備

構 内 情 報 通 信 網 設 備

構 内 交 換 設 備

情 報 表 示 設 備

映 像 音 響 設 備

拡 声 設 備

誘 導 支 援 設 備

テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

火 災 報 知 設 備

中 央 監 視 設 備

防 災 入 退 室 管 理 設 備

構内配電線路設備

構 内 通 信 線 路

テ レ ビ 電 波 障 害 防 除

工事が完成した時は、芽室町建設都市整備課「現場管理に関する事項」により、書類

を整理のうえ、イージーキャビネット（Ａ４版）に収納し提出する。

　なお、完成図の提出は下記による。

　●作成する　　○作成しない

　マイクロフィルム　　　　　　　正・副各一部

　１００％版製本　　　　　　１部 　縮小版製本（Ａ３版二つ折）　○２部　　●３部

　マイクロフィルムは、芽室町建設都市整備課「マイクロフィルム作成仕様書」によ

　る。

発生材の処理は下記による。

　引き渡しを要する場合：引き渡しを要する範囲は下記により、監督員の指示する方法及び

位置に堆積、整理し所定の発生材報告により監督員に報告する。

　引き渡しを要する範囲：

（１）再生利用する場合

　　　施工者は、建設副産物の処理に当たって「建設副産物適正処理推進要網」を遵守して

　　行わなければならない。

　　　再生資源化施設ヘ搬出（搬出を行った後、監督員に報告する。）

　○金属くず　　　　　　　　　　受入先　　　　　　　　　　　　　　　（ 　　　 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　

　○樹脂類　　　　　　　　　　　受入先　　　　　　　　　　　　　 　 （　　　  ）

　○ガラス　　　　　　　　　　　受入先　　　　　　　　 　　　　　 　（　      ）

（２）廃棄する場合

　　　建築廃棄物の処理は下記のとおりとし、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等の

　　関係法令に従い適切に処理する。

　　　廃棄場所の指定
　　　　　　　　　　　　　　　　受入先　　　　　　　　　　　　　　　（　　km ）

　　　種　類：　　　　　　　　　住　所　

　　　　　　　　　　　　　　　　受入先　　　　　　　　　　　　　　　（　　km ）

　　　種　類：　　　　　　　　　住　所　

　　　種　類：　　　　　　　　　住　所

　　　種　類：　　　　　　　　　住　所

　　　再生利用できない建築廃棄物を種類ごとに記載すること。

　　　（例）汚でい、木くず、コンクリートくず、金属くず、廃プラスチック等

（３）建築廃棄物の収集・運搬は、建築廃棄物処理業の許可を受けたものとする。

（４）発生材を直接、または中間処理場をへて最終処分する時、北海道循環資源利用促進税

　　（循環税）が課税されるので適性に処理すること。

　　（該当する工事には、循環税相当額を含んでいます。）

自主施工期間中は、低温施工により品質管理上支障の起こす恐れのない工種については、こ

れを積極的に活用できる。但し、支障の起こす恐れのある下記の工種については、工法等を

監督員と十分協議の上、施工するものとする。コンクリ－ト、屋外防水、タイル、左官、塗

装、緑化工事、その他これに類する工事。　(期間：平成　年　月　日　～　年　月　日)

工事施工に際しては、職業安定機関と密接な連けいを図り季節労働者などの雇用の拡大に努

める。

下請業者及び資材業者に対する支払いについては現金払いとし、止むを得ず手形払いとする

ときは、当該手形期間を短くするよう努める。

魅力ある建設工事を推進するため、工事現場の環境改善に努める。

請負者は、着工後速やかに公衆の見やすい場所に工事標識を掲示する。

請負者は、工事実績情報システム（CORINS）に基づき、「工事カルテ」を作成し、工事監督

員の確認を受けた後に、（財）日本建設情報総合センターにフロッピーディスクにより提出

するとともに、同センター発行の「工事カルテ受領書」の写しを工事監督員に提出しなけれ

ばならない。（対象工事：請負金額５００万円以上の全工事）

同センターへの提出期限は、下記のとおりとする。

　（１）　受注時登録データの提出期限は、契約締結後１０日以内とする。

　（２）　完了時登録データの提出期限は、業務完了後１０日以内とする。

　（３）　なお、施工中に、受注時登録データの内容に変更があった場合は、変更があった

　　　　日から１０日以内に変更データを提出しなければならない。

本工事受注後、建設業法施工令第７条の４に定める金額以上となる下請け契約を締結する場

合は、契約締結ごとに施工体制台帳（施工体系図を含む）を作成のうえ監督員に提出しなけ

ればならない。

本工事を共同企業体で受注した場合は、契約締結後５日以内に共同企業体編成表を作成のう

え監督員に提出しなければならない。

本工事に際しては、施設利用者の健康と快適性を確保する観点から化学物質による室内空気

汚染対策に配慮しなければならない。

　（１）　建築材料等の留意点

　　　　本工事に使用する化学物質を発散する建築材料等※１は、設計図書に規定する所要

　　　　の品質及び性能を有するものとし、次の１）から３）を満たすものとする。

　　１）　ホルムアルデヒド発散建築材料に指定されている材料は、ＪＩＳ又はＪＡＳに定

　　　　められたＦ☆☆☆☆を使用する。ただし、Ｆ☆☆☆☆の材料がない場合は工事監督

　　　　員と協議すること。

　　２）　接着剤はフタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有し

　　　　ない難揮発性の可塑剤を使用しているものとする。

　　　　ＴＶＯＣ１％以下の環境対応型（配慮型）のものとする。

　　３）　家具、建具類及び二次製品は、測定対象化学物質を含有しないか含有が極めて少

　　　　ないものとする。

　　※１　化学物質を発散する建築材料等

　　　　合板／木質系フローリング／構造用パネル／集成材／単板積層材／ＭＤＦ／

　　　　パーティクルボード／その他の木質建材／ユリア樹脂板／壁紙／保温材／緩衝材／

　　　　断熱材／接着剤／塗料／仕上塗材／表面処理用木材保存(防腐・防蟻)剤

　（２）　換気の励行

　　　　施工時、施工後の通風、換気を十分に行い、室内に発散した化学物質等を室外に放

　　　　出させること。

○請負者は、住宅の引き渡しにあっては、「特定住宅瑕疵担保責任の履行の確保等に関する

法律」(平成19年法律第66号)に基づき、保険への加入又は保険金の供託を行うこと。

○有　　　　　　　○無

○一般用電気工作物　●事業用電気工作物（自家用電気工作物）

この工事に必要な試運転調整費及び諸手続などの費用はすべて請負人の負担とする。

図中参考図の寸法は概略寸法とする。

○国土交通省仕様品　●製作所標準品

共通仕様書の使用区分による。

外部に面する部分等に取付ける盤、位置ボックス等は裏面を断熱処理する。

全ての空パイプにはビニル被覆鉄線を入れておくものとする。

露出配管及び見え掛り部分の塗装は、調合ペイント（指定色）２回塗装仕上げとする。

床下ピット内配管はエッチングプライマーを行い鉛丹さび止めペイント２回塗装仕上げとす

る。

○指定色塗装　○サビ止塗装

Ａ種・Ｂ種・Ｃ種（１０Ω以下）接地は銅板（900×900×1.5ｔ）とする。

上記以外の接地は銅又は銅覆鋼製接地棒（1,000mm以上）とする。

尚、接地極の埋設深さは共通仕様書によるほか、凍結深度以上とする。

○黄銅板製　○ステンレス板製(140H×90W×1.0ｔ)とし、文字は刻記とし腐蝕加工とする。

○黄銅板製　○ステンレス板製(75H×100W×1.0ｔ)とし、文字は刻記とし腐蝕加工とする。

ケーブル外径の1.5倍以上を有する内径のPEG管又はFEP管で保護する。

残土処分　　○構内敷ならし　　○構内指示場所に堆積　　○構外搬出（　　　ｋｍ）

埋戻し　　　○根伐土充当　　　○切込砂利　　　　　　　○川砂

埋戻し３００ｍｍ毎に突き固めること。

シートは、繊維補強付樹脂シートとし２倍以上重ね合わせ、2m位の間隔で物件の名称、電圧

及び埋設年を表示する。

床下ピット（９ｍｍ　○ビニル被覆　○ステンレス）

天井内　　（９ｍｍ　全ネジボルト）、但しケーブルラック等（600W以上）は12mmとする。

断熱処理箇所に使用するインサートは断熱インサートとする。

ハンドホールに使用する鉄ふたには鋳型流し込みで用途名を表示し簡易防水形とする。

ハンドホール内にケーブル支持金物（亜鉛メッキ軽量形鋼、同等品）を２本以上取り付ける。

また、支持金物は接地する。

○機器類及び配管類

○単相　２線式（○100V　○200V）50Hz

○配管　　　○配線　　　○器具撤去・取付

○大角連用形　　○ワイドハンドル形

○大角連用形　　○単一形　　○特殊コンセントは表示及びプラグ付とする。

○スライディング形　○アップ形　○ステージ用（アルミ合金鋳物製）　○ＯＡフロアー

○その他（　　　　　）

蛍光灯器具32W(40W）×1灯用及び20W×2灯用以上の取付は吊りボルト（φ9mm以上）

２本以上を用いて、構造体から支持する。

蛍光灯器具の安定器の回路方式は下記による。

○３相　３線式　200V 50Hz　　　○単相　２線式（○100V　○200V）50Hz

○配管　　　○配線　　　○器具取付

別途制御盤、電動機、フロートスイッチ等への配線接続までとする。

○単相　３線式　200/100V 50Hz　　　○単相　２線式（○100V　○200V）50Hz

○ロ－ドヒ－ティング　　　○フロアヒ－ティング

○配管　　　○配線　　　○その他

○突針　　　○棟上導体

○黄銅製　　○ステンレス製（ＳＵＳ３０４）

○埋込　　　○露出　　　○構造体

○キュービクル式　（○屋内型　○屋外型）

○油入（低損失形）　○ガス入　○モールド型　○その他（　　　　　　　）

○ＣＢ形（しゃ断電流　　　　kA）　○ＰＦ・Ｓ形

○方向性　　　　　　○無方向性

○高圧　○低圧　　　○油入　　○ガス入　　○モールド

高調波対策　　　％　○油入　　○モールド

○絶縁ゴムマット

○蓄電池　　（○アルカリ　○鉛　○ベント形　○シール形）　　○減液警報付

○据置形　　　○可搬型　　　　蓄電池（○アルカリ　○鉛　○ベント形　○シール形）

○減液警報付　○停電補償時間　　　分

○（社）日本内燃力発電設備協会認定品（長時間形）　○一般仕様（防音形、長時間形）

○ディーゼル機関　○ガスタービン　○マイクロガスタ－ビン　○ガスエンジン　

○水冷式　　　　　　○ラジエーター式

○結晶系シリコン太陽電池セル　　○アモルファスシリコン太陽電池セル

○りん酸形　　　　○その他

○軽油　　○Ａ重油　　○灯油　　○天燃ガス　　○りん酸

○高圧連系　　○高圧受電みなし低圧連系　　○低圧連系

○配管　　　　　　　○配線　　　　　○器具撤去

○10/100ＢＡＳＥ－　　ＴＸ　　　　　○ＦＤＤＩ　　　　○ＡＴＭ

○ＨＵＢ　　　　　　○ルータ　　　　○リピータ　　　　○その他

○モジュラージャック（カテゴリ５E又は６）　○ノズルプレート　○その他

○スライデング形　　○アップ形　　　○ＯＡフロア形　　○その他

○分散中継台式　　　○中継台式　　　○ボタン電話主装置

○局線容量　　　　／実装　　　　　　○内線容量　　　　／実装

○自立形　　　　　　○壁掛形　　　　○交換機一体形

○別置形　　　　　　○交換機一体形

○アナログ式　　　　○デジタル式

○配管　　　　　○配線　　　　　○器具撤去

○ＬＥＤ式　　　○マグネット式　○磁気浮動式

○多線直接式　　○パルス伝送式

○配管　　　　　○配線　　　　　○器具付

○一般映像信号　　○Ｓ映像信号　　○ＲＧＢ映像信号　　○コンポ－ネント映像信号

○前面投写式（○天井吊り形　○床置形）　○背面投写式（○反射透過形　○ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ形）

○１６：９　　　　　　○４：３

○配管　　　　　　　○配線　　　　　○器具撤去・取付

○卓上形　　　　　　○デスク形　　　○ラック形

○スピーカ組込形　　○壁埋込形

○一般放送用　　　　○非常放送用

○壁掛形　　　　○ラック形　　　○自立形

○露出形　　　　○半埋込形　　　○埋込形　　○丸形　　○角形　　○スピーカ組込形

○アナログ形　　○デジタル形

○配管　　　　　　　○配線　　　　　　　○器具付

○分散中継方式　　回線　　　　　　　　　○ボタン電話主装置　　回線

○親子式　　　　　　○相互式

○送受話器式　　　　○高声式

○亀甲形　　　　　　○モジュラジャック　○ノズルプレート

○スライディング形　○アップ形　　　　　○その他

○配管　　　○配線　　　　　○器具取付

○ＶＨＦ　　○ＵＨＦ　　　　○ＢＳ　　○ＣＳ　　○ＦＭ

○ＣＳ・ＢＳ・ＵＶ共用形　　○ＣＳ・ＢＳ共用形　　○ＢＳ・Ｕ共用形

○ＢＳ　　　○ＵＶ共用形　　○Ｕ　　　○Ｖ　　　　○双方向形

○信号入出力部及び電源部の１次側に設ける。

○ＣＳ・ＢＳ・ＵＶ共用形　　○ＢＳ・ＵＶ共用形　　○双方向形

○ＣＳ・ＢＳ・ＵＶ共用形　　○ＢＳ・ＵＶ共用形　　○双方向形　　○Ｆプラグ付

○配管　　　　　○配線　　　　　○器具撤去・取付

Ｐ形　１級　　　　回線　　　　（○単独盤　○複合盤）（○壁掛形　○自立形）

○自動試験機能　○遠隔試験機能

　　台　　　窓

Ｐ形　１級　　　○組込形　　　　○露出形

○露出形　　　　○組込形

○単独　　　　　○消火栓箱（別途）組込　　○埋込形　　○露出形　　○電話機組込

○アクリル製　裏彫5ｔ×350×550mm（　１　カ所）

○単独盤　　○複合盤　　○壁掛形　　○自立形（自動閉鎖設備）

○配管　　　　　○配線　　　　　○その他

○簡易形監視制御装置　　　○監視制御装置　　　○警報盤

○0～5V　○0～100mV　○0～1mA　○4～20mA

○配管　　　　　○配線　　　　　○器具付

○壁掛形　　　　○自立形

○壁掛形　　　　○据置形

○高圧３相　３線式　6kV　50Hz　　　　　　　○低圧３相　３線式　200V　50Hz

○低圧単相　３線式　200/100V　50Kz　　 　　○低圧単相　２線式　100V　50Hz

○低圧単相　２線式　200V　50Hz

○架空配線式　　○地中配線式

○ＰＥＧ　　　　○ＦＥＰ　　　○遠心力鉄筋コンクリート管

○コンクリート柱　　　　　　　○鋼管柱

7.2kV 200A　　　○密閉形　　　○重耐塩形　　○過電流ロック付　　○地絡保護装置付

○密閉形　　　　○重耐塩形

○一般形　　　　○耐塩形（耐塩碍子形）　　　○重耐塩形

※屋内外とも、処理者銘板を取り付ける。

地中線路の場合、マンホール、ハンドホールのうち、１箇所で１巻き余長を見込む。

施設名、建柱年月を記入する。

○高圧用（120　×900）　　○低圧用（100　×600）の頂部に方向矢印（赤）を刻印した

　もの（材質はコンクリート製）

○通信用（100　×600）の頂部に方向矢印（黄）を刻印したもの（材質はコンクリート製）

○鉄製（舗装面用）

○２２　　　　　○３８

北海道電力（株）の外線工事要領に準ずる。

点滅方式　　○自動式　（○自動点滅器　○タイマー）　　○手動式

河西郡芽室町東２条南８丁目１番地

芽室体育館耐震改修工事（太陽光発電設備工事）

○ 一式

○ 一式

○

●

○

○

○

○

　○廃油　　　　　　　　　　　　受入先　　　　　　　　 　　　　　 　（        ）

○ 一式

○ 一式

○ 一式
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４０１ 太陽光発電設備工事　特記仕様書
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○ 一式

　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　

　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　

　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　

　　　　　　　　　　　　　　　　受入先　　　　　　　　　　　　　　　（　　km ）

　　　　　　　　　　　　　　　　受入先　　　　　　　　　　　　　　　（　　km ）

●結晶系シリコン太陽電池セル　　○アモルファスシリコン太陽電池セル太陽光発電装置
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敷 地 面 積

用 途 地 域 住 居 地 域

建 築 面 積  3,311.205㎡

17,676.20 ㎡

容 積 率 200％　MAX 35,352.40㎡

建 ペ イ 率  60％　MAX 10,605.70㎡

設 計 概 要
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UP

UP

UP

UP

風除室

靴洗ｲ場

植込

WWCMWC

男子ｼｬﾜｰ室 女子ｼｬﾜｰ室

器具庫
器具庫

１／１００

物入

女子更衣室

SDSD

管理建築士
１級登録 230463

三 宅 貴 之

保健室
会議室

物品庫 調乳室

放送室

多目的ﾄｲﾚ

アリーナ

４０３

△

△

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

53,000

5,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

3,5001,200

UP
UP

ピロティー

エントランスホール

太陽光発電設備　１階平面図

新設Ｌ１－２

太陽光発電表示装置

計測監視装置

４

Ｄ

コーナーボックス

ディスプレイ表示装置

太陽光発電表示装置部分参考図

　ノズルプレート

（ＭＭ－Ａ　１ヶ用 ＳＷ．ＢＯＸ）

ＵＴＰ-ＣＡＴ５Ｅ０．５－４Ｐ（ＭＭ－Ａ）

２
,７
０
０

ＥＭ－ＥＥＦ２.０－３Ｃ（ＭＭ－Ａ）

　コンセント　２Ｐ１５Ａ×２抜止接地

（ＭＭ－Ａ １ヶ用 ＳＷ．ＢＯＸ）

ブッシング

　　　
ブッシング

2F
2E

2F2

ＫＰＥＶ－Ｓ１.２５Ｓｑ－２Ｐ（ＧＬＴ１６）計測監視装置へ
床下ピット内

　　ＫＰＥＶ－Ｓ１.２５Ｓｑ－２Ｐ

ＫＰＥＶ－Ｓ１.２５Ｓｑ－２Ｐ（Ｅ１９）計測監視 ＵＴＰ－ＣＡＴ５Ｅ０.５－４Ｐ（Ｅ１９）

ＵＴＰ－ＣＡＴ５Ｅ０.５－４Ｐ

ＵＴＰ－ＣＡＴ５Ｅ０.５－４Ｐ

　　 ＫＰＥＶ－Ｓ１.２５Ｓｑ－２Ｐ

機械はつり補修

機械はつり補修

機械はつり補修

25mm 100～150mm×2

25mm 100～150mm×2

25mm 100～150mm×2

記号 名称

凡例表

備考

１.プレート類は、金属プレートとする。

　　注釈文字の末尾にＥとあるものは、１線を接地線とする。

2．ケーブルの立上げ引下げ部は、配管にて保護する事。

（電灯設備）

（特記事項）

１．図中特記なき配線は下記による。

ＶＶＦ　２．０－３Ｃ2F2E

(ＰＦ１６）

(ＰＦ２２)

保護管

2E ２Ｐ１５Ａ×２　Ｅ付埋込コンセント

ＶＶＦ　２．０－２Ｃ2F2

4 ２Ｐ１５Ａ×４埋込コンセント

電灯盤 Ｌ１－２

３１３

ノズルプレート フラシュプレート相当

２Ｅ



Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

１ ２ ３ ４ ５

5
,
8
0
0

5
,
8
0
0

5
,
8
0
0

5
,
8
0
0

5
,
8
0
0

5
,
8
0
0

6
,
1
0
0

4
0
,
9
0
0

53,000

5,000 6,000 6,000 6,000 6,000

電気室

ｱﾘｰﾅ上部

ギャラリー

SD

DN

研修室

UP
DN

ＣＯＲＤ　ＮＯ． ＳＨＥＥＴ　ＮＯ． ＴＩＴＬＥ
検

図

課

長

係

長

製

図
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三 宅 貴 之
４０４

物品庫

太陽光発電設備　アリーナ１・２階平面図

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

１ ２ ３ ４ ５

5
,
8
0
0

5
,
8
0
0

5
,
8
0
0

5
,
8
0
0

5
,
8
0
0

5
,
8
0
0

6
,
1
0
0

4
0
,
9
0
0

53,000

5,000 6,000 6,000 6,000 6,000

設備機械室

ポンプ室

階段室

売店

器具庫

SD SD

SD

SD

SD

器具庫

SD

2
0
,
7
0
0

SD SD

ピロティー

SD

放送室

器具庫

　アリーナ２階平面図　 　アリーナ１階平面図　

高圧受電盤

低圧電灯盤

低圧電灯動力盤

低圧動力電灯盤

（既設受変電設備改修内容）

※１　本工事は、電力会社との系統連系不用のためＲＰＲ（逆電力継電器）を設置する。

※２　ＯＶＧＲ（地絡過電圧継電器）を設置する。

プルボックス

※．図中特記なきプルボックスの寸法．仕様は、下記による。

プルボックスＢ

Ａ

Ｃ

プルボックスＤ

プルボックス

パワーコンデショナー１

パワーコンデショナー２

パワコンプルボックス

ＯＶＧＲ

ＣＶＴ３８Ｓｑ－３Ｃ　Ｅ５.５Ｓｑ（Ｅ６３）ＡＣ発電電力

ＣＶＶ－Ｓ２.０Ｓｑ－２Ｃ（Ｅ１９）ＯＶＧＲ信号

ＣＶＴ１４Ｓｑ　Ｅ５.５Ｓｑ（Ｅ５１）ＡＣ発電電力

ＣＶＶ－Ｓ２.０Ｓｑ－２Ｃ（Ｅ１９）ＯＶＧＲ信号
ＫＰＥＶ－Ｓ１.２５Ｓｑ－２Ｐ（Ｅ１９）計測監視

ＣＶ１４Ｓｑ－２Ｃ　Ｅ５.５Ｓｑ（Ｅ３９）ＤＣ発電電力ＣＶＶ－Ｓ２.０Ｓｑ－４Ｃ（Ｅ２５）気象信号

ＶＶＦ２.０－２Ｃ　Ｅ５.５Ｓｑ（Ｅ２５）気象信号変換箱１００Ｖ電源

Ｃ

Ｃ

ＳＳ２００×２００×２００　錆止め塗装　　　　

　　ＫＰＥＶ－Ｓ１.２５Ｓｑ－２Ｐ（Ｅ１９）計測監視装置へ

　　ＫＰＥＶ－Ｓ１.２５Ｓｑ－２Ｐ（Ｅ１９）計測監視装置へ

Ａ

※４　電灯負荷保護用開閉器(MCCB3P30AF/20AT)露出型を単相用配電盤に増設する。

※３　電灯幹線保護用開閉器(ELCB3P3E225AF/150AT)逆接続可能型を単相用配電盤に増設する。

ＫＰＥＶ－Ｓ１.２５Ｓｑ－２Ｐ（Ｅ１９）計測監視装置へ

ＳＳ２００×２００×２００　防水（ＳＵＳ）

Ｄ

　　ＫＰＥＶ－Ｓ１.２５Ｓｑ－２Ｐ（ＧＬＴ１６）計測監視装置へ
床下ピット内

Ｃ

50mm 100～150mm×3

機械はつり補修

ＳＳ４００×４００×４００　錆止め塗装　　　　

ＳＳ４００×４００×４００　防水（ＳＵＳ）

2E2E

IV2.0×2 E1.6(E19)

記号 名称

凡例表

備考

１.プレート類は、金属プレートとする。

2E ２Ｐ１５Ａ×２　Ｅ付埋込コンセント



南 側 立 面 図

芽 室 町 総 合 体 育 館

西 側 立 面 図

ＣＯＲＤ　ＮＯ． ＳＨＥＥＴ　ＮＯ． ＴＩＴＬＥ
検

図

課

長

係

長

製
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三 宅 貴 之
４０５ 太陽光発電設備　立面図

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｄ

ＣＶＶ－Ｓ２.０Ｓｑ－４Ｃ　Ｄ５.５Ｓｑ（ＧＬＴ３６）

ＣＶＶ－Ｓ２.０Ｓｑ－４Ｃ　Ｄ５.５Ｓｑ（ＧＬＴ３６）

ＣＶＶ－Ｓ２.０Ｓｑ－４Ｃ　Ｄ５.５Ｓｑ（Ｆ２Ｂ３８） ＣＶ１４Ｓｑ－２Ｃ　Ｄ５.５Ｓｑ（Ｆ２Ｂ３８）

ＣＶ１４Ｓｑ－２Ｃ　Ｄ５.５Ｓｑ（ＧＬＴ３６）

ＣＶ１４Ｓｑ－２Ｃ　Ｄ５.５Ｓｑ（ＧＬＴ３６）

ＣＶ１４Ｓｑ－２Ｃ　Ｄ５.５Ｓｑ（ＧＬＴ３６）

ＣＶＶ－Ｓ２.０Ｓｑ－４Ｃ　Ｄ５.５Ｓｑ（ＧＬＴ３６）

ＣＶＶ－Ｓ２.０Ｓｑ－４Ｃ　Ｄ５.５Ｓｑ（ＧＬＴ３６） ＣＶ１４Ｓｑ－２Ｃ　Ｄ５.５Ｓｑ（ＧＬＴ３６）

気
象
信
号
変
換
箱

接
続
箱
２

接
続
箱
１

ＶＶＦ２.０－２Ｃ

Ｄ

Ｄ

ＤＤ

ＶＶＦ２.０－２Ｃ

ＶＶＦ２.０－２Ｃ

ＶＶＦ２.０－２Ｃ

ＶＶＦ２.０－２Ｃ

プルボックス

※．図中特記なきプルボックスの寸法．仕様は、下記による。

プルボックスＢ

Ａ

Ｃ

プルボックスＤ

プルボックス

ＳＳ２００×２００×２００　錆止め塗装　　　　

ＳＳ２００×２００×２００　防水（ＳＵＳ）

ＳＳ４００×４００×４００　錆止め塗装　　　　

ＳＳ４００×４００×４００　防水（ＳＵＳ）

太陽光発電パネル（２０ＫＷ相当）



36,010

1,395 1,395 230 1,395 1,395 230 1,395 1,395 230 1,395 1,395 230 1,395 1,395 230 1,395 1,395 230 1,395 1,395 230 1,395 1,395 230 1,395 1,395 230 1,395 1,395 230 1,395 1,395 230 1,395 1,395

太陽電池：メーカー標準

太陽電池容量：20kW相当

重量（参考）

太陽電池：@18.5kg×96枚=888kg

架　　台：4段24列　　約1,300kg

※ただし、ｱﾝｶｰﾋﾟｯﾁにより縦材の数量が変わりますので

重量は変わってきます。また、設置高さは20m以下

となります。20m以上の場合は別途設計となります。

太陽電池配置（2 0 k W相当）（参考図）

（フレーム固定ピッチ）
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三 宅 貴 之
４０６ 太陽光発電設備　パネル配置図
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100

建築工事太陽光工事

受けアングル L-65*65*6



逆流防止ダイオード

名称

日射計用信号変換器

　　　各機器の接地は必ず指定された種類にて行ってください。同種の接地は一括接地でも可。

　　　点線部については受電設備の一般例を表し、実線部については太陽光発電設備に必要な機器をあらわします。

　　　本単線結線は、供給範囲を表すものではありません。納入範囲については、別途仕様書の供給範囲項目を参照ください。

　　　点線部については受電設備の一般例を表し、実線部については太陽光発電設備に必要な機器をあらわします。

注記）上記凡例は、一般的に太陽光発電システムの単線結線に使用される記号を示したもので、

　　　本単線結線に使用されない記号も含まれます。

地絡過電圧継電器

過電圧継電器

プルボックス

柱上気中開閉器

過周波数継電器

PAS

PB

OVGR

OFR

OVR

避雷器

地絡継電器

電磁接触器

配線用遮断器

LA

MCCB

MC

IRTD

GR

高圧遮断器

断路器

漏電遮断器

CB

ELCB

DS

記号

BD

受電盤

単独能

-

WTD

単独受

ZPD

UVR

VCT

Wh

UPS

UFR

電力用信号変換器

単独運転防止機能（能動的）

単独運転防止機能（受動的）

-

零相分圧器

不足周波数継電器

計器用変圧変流器

不足電圧継電器

電力量計

無停電電源装置

PV

THTD

T

記号

PC

凡 例

高圧カットアウト

気温計用信号変換器

名称

太陽電池アレイ

変圧器

ELCB

DS

CB

AC100V

CA

EA

VCT

PAS

wh

GR

3φ3W 6600V

ディスプレイ

表示装置

40ｲﾝﾁ 液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

表示ディスプレイ

エクステンダ

D種

AC100V
コンセントへ

計測監視装置

AC100V

コンセントへ
３極Ｅ付

D種

パソコン

ディスプレイ

エクステンダ

信号変換器

シリアル

パソコン

本体

無停電

電源装置

OFR

ﾊﾟﾜ-ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ
（1φ3W 10kW）

単独能

MCCB1

MC2

C種

外部停止入力

単独受

UFR

OVR

UVR

RS485

MC1

接続箱
MCCB

BD１

DS１

BD４

DS４

　装置動作
連系保護

連系運転

故障

C種

延長ケーブル

太陽電池アレイ1（10.0kW）

12

1

PV1 PV4

C種

ﾊﾟﾜ-ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ
（1φ3W 10kW）

C種

延長ケーブル

OFR

単独能

UVR

OVR

UFR

単独受

MC2

MCCB1

MC1

外部停止入力

日射

RS485

気温

接続箱
MCCB

1

12

DS１

BD１

DS４

BD４

太陽電池アレイ2（10.0kW）

PV1 PV4

　装置動作

故障

連系保護

連系運転

C種

C種

気象信号

変換箱

AC100V
IRTD

THTD

IR

日射計  

TH

気温計

4～20mA

OVGRユニット

PC

OVGR

ZPD

*1

AC100V *1 *1

電灯負荷

TR

PC

V

A

1φ3W 

TR

PC

V

A

3φ3W

D種

AC100V
３極Ｅ付
コンセントへ

コンセントへ
AC100V

動力負荷

ﾊﾟﾜｺﾝﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

ＣＯＲＤ　ＮＯ． ＳＨＥＥＴ　ＮＯ． ＴＩＴＬＥ
検

図

課

長

係

長

製

図
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三 宅 貴 之
４０７ 太陽光発電設備　単線結線図

R
P
R

RPR（逆電力継電器）

*1



太陽電池架台

H CV3.5mm -1C

太陽電池モジュール

1

PV4

PV1
2 3

2

接続箱1

1 2 3

IV5.5mm
2

PV入力

PV4（－）

E

PV1（＋）

PV4（＋）

PV1（－）

PV出力
PVO（－）

E 

PVO（＋）
2

   CV14mm -2C

2
    IV5.5mm

2
KPEV-S1.25mm -2P

受電盤

NO

TO

RO

計測監視装置 ディスプレイ表示装置

コンセントへ

AC100V

３極Ｅ付（Ｄ種）

付属ケーブル

付属ケーブル

ディスプレイ

表示

付属ケーブル

RGB

RGB

パソコン

ディスプレイ
無停電電源装置

３極Ｅ付（Ｄ種）AC100Vコンセントへ

パソコン本体

RS232C

シリアル信号変換器

RS232C

（A）

+

-

SG

RGB

2
H CV3.5mm -1C

（単相）

PV入力
N（－）

P（＋）

E

S－RS485

S＋

SG

FG（アース）

W

パワコン
U

O
連系運転出力

R2 連系運転

R1

故障

K11

K12

連係保護装置動作

K21

K22

S1

S2
外部停止入力

エクステンダ
 カテゴリー5（LANケーブル）

*5

12

12

パワーコンディショナ1 

付属ケーブル
AC100Vコンセントへ

2
  
 
IV
5.
5
mm

*3

    CVT14mm
2

パワコン

連系運転入力

パワコンプルボックス

パワコン

連系運転入力
T1

R1

T1

S1

R1

S1

T

R

S

*4

連係保護装置動作

太陽電池架台

PV出力

PV入力

接続箱2

H CV3.5mm -1C

IV5.5mm

太陽電池モジュール

H CV3.5mm -1C

PV3
1 2 3

PV1
1 2 3

PV1（－）

2

2

16

E

PV4（＋）

PV4（－）

2

16 PV1（＋）

K22

    IV5.5mm

    CV14mm -2C
2

E 

PVO（＋）

PVO（－）

K21

K12

K11

2

R1

R2

E

故障

連系運転

P（＋）

N（－）
PV入力

W
連系運転出力

パワコン
U

O

FG（アース）

RS485

SG

S＋

S－

   CVT38mm2

　　　場合はハブを増設して下さい。（最大2台増設し270m）

*5 : 本ケーブルの長さは100m以下として下さい。それ以上の長さになる

*4 : パワコンプルボックスは、分岐ブレーカのあるものを使用ください。

*3 : RS485通信用信号線は、各機器間のケーブル合計距離を

*1 : 力率1として計算したものです。

*2 : 同一構内にて配線する場合にのみ適用されます。

  　　その他については別途設計が必要となります。

（RS485通信用信号線）

　　　1000m以下として下さい。

OVGR-パワーコンディショナ

　　　　　-計測監視装置

パワーコンディショナ-気象信号変換箱

太陽電池モジュール-接続箱

太陽電池モジュール間

パワコンプルボックス-受電盤

パワーコンディショナ-パワコンプルボックス

接続箱-パワーコンディショナ

パワーコンディショナ1-2

機器名

1000
*2

電圧降下[%]

32
*1

1000

1000

*2,3

44

*2

*1

最大亘長［m］

74

45

41

1.0

1.0

1.2

2.0

0.8

注）ケーブルサイズは各機器間のケーブルの最大亘長が下表の

　　数値以下であるという条件の下に設計されています。

    それ以上の距離に関しては別途設計が必要です。

CV2mm -2C X E 

AC100V

AC電源
Y

付属ケーブル

付属ケーブル
気温計

傾斜面日射計

気象信号変換箱

2

THIA

THIB

THIB'

気温

IRI+

IRI-
日射

THO-

IRO+

IRO-

THO+
気温

日射

FG（アース）
    IV5.5mm

   CVV-S2mm -4C

TN

FG（アース）

GP

TP

GN

2

2

気温

日射

1A 1B

OVGR信号

FG（アース）

FG（アース）

外部停止入力
S1

S2

   CVV-S2mm -2C
2

   CVV-S2mm -2C
2

    CVT14mm
2

E E

コンセントへ

AC100V
（ローカル）

エクステンダ

（リモート）

（単相）

パワーコンディショナ2 

E E
    IV5.5mm

2
    IV5.5mm

2

2
KP
E
V-
S
1.
25
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 -
2P
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気象信号変換箱　１台

０６１

1PN
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8
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TH
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T
B

Ｚ
Ｚ２

Ｚ３
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２
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TD

６

Ｅ端子図

ｍ
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Ａ

Ｍ８
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T
H

I
I
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I

TB配列図

B
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－
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＋

５５Ｍ４ ．,
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ｍ

５

●仕　　様

単位：mm

寸法公差：±2mm

ＮＰ文字　　　　ＮＰ０：（社名板）

設計質量　　　　１２ｋｇ

ＮＰ１：気象信号変換箱

材質（箱体）　　スチール鋼板　t=1.6

塗装色　　　　　マンセル５Ｙ７／１近似色　半艶

構造　　　　　　屋外壁掛形

H
T

O
I
R

O
Ｙ

Ｘ

＋
－

＋
－

１４ｍｍ

1
6
0

1
4

φ130

1
3
3

7
83

127

1
0
.
1

φ5

φ10
.8

40

3
9

10.8

80

温度トランスミッタ ＨＤ９００８.０３

単位：mm

寸法公差：±2mm

パワーコンディショナ 単相 10kW　2台接続箱　2台

）０４（ ００２

1,
50
0

36

●仕　　様

結晶系シリコン太陽電池

W1500×L990×H36mm
18.5kg

種　　　類

外形寸法
質　　　量

太陽電池モジュール 20kW相当

59mm

固定穴(Ｍ５)

141

6
2
m
m

Ｒ１

Ｒ１

日射計固定用取付穴(Ｍ５)

取付用貫通穴(Ｍ５)

46mm
32mm

　　　　　　　　湿度　：　１０～８０％（結露なきこと）

表示装置　１式

949

440

200

245

60
5

●仕　　様

側面図

信号入力端子　　ｱﾅﾛｸﾞRGB ﾐﾆD-sub１５ﾋﾟﾝﾒｽ（背面接続）

電源　　　　　　ＡＣ100V ５０／６０Hz

使用環境条件　　温度　：　５～４０℃

解像度　　　　　WXGA（１２８０×７６８）

設計質量　　　　２６．０kg

種類　　　　　　液晶ディスプレイ

画面サイズ　　　40型

寸法公差：±2mm

単位：mm単位：mm

寸法公差：±2mm

200

キーボード

ディスプレイ

無停電電源装置（ＵＰＳ）

エクステンダ

12
48

75
0

49
8

液晶１７型

正面図

シリアル通信変換器

計測用パソコン（表示用パソコン共用）

●仕　　様

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ付属ｹｰﾌﾞﾙ

液晶15型

ディスプレイ

2

ｴｸｽﾃﾝﾀﾞへ

RAM　　　　　　 1GB 以上

データ収集機能　帳票、グラフ
ｼﾘｱﾙ通信変換器

ｴｸｽﾃﾝﾀﾞ付属ｹｰﾌﾞﾙ

エクステンダ

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ本体

ﾊﾟｰｿﾅﾙ

機器構成・接続図

AC100V

無停電電源装置

電源コンセントへ

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ付属ｹｰﾌﾞﾙ

※表示ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ側

KPEV-S1.25mm -2P

パワーコンディショナより

RS232Cｹｰﾌﾞﾙ（ﾉｰﾏﾙ）C232N-D2

ﾏｳｽ付属ｹｰﾌﾞﾙ

マウス

（RS485）

キーボード

ディスプレイ　　17型液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

ｶﾃｺﾞﾘｰ5（LANｹｰﾌﾞﾙ）

光学ドライブ　　CD-R/RWドライブ付

ハードディスク　空き容量 10GB 以上

ｼｽﾃﾑ監視機能　　パワーコンディショナ状態表示

データ計測ソフト（太陽光発電計測監視用ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄ）

その他機能　　　データコピー機能（データ変換機能含む）

　　　　　　　　故障履歴画面、デモ画面表示機能

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ本体

本体　　　　　　PC／AT互換機（DOS／V互換）CD-RWﾄﾞﾗｲﾌﾞ付

　　　　　　　　　 （発電電力､発電電力量､気温､日射､日報､月報､年報）

CPU　　　　　　 CeleronDﾌﾟﾛｾｯｻ430 以上又は同等処理速度以上

使用条件　　　　太陽光発電運転データの計測監視､表示のみに使用

対応OS　　 　　 Microsoft WindowsXP professional SP3

注） パソコン、液晶ディスプレイ、UPSの外形図は参考とします。

マウステーブル

パソコンラック

マウス

データ計測装置　１式

寸法公差：±2mm

単位：mm

遮蔽ディスクＬＰＳＰ２(オプション)

支柱ベースＬＰＳ２(オプション)

　　　　　　　　ＮＰ１；接続箱

ＮＰ文字　　：　ＮＰ０；（社銘板）

　　　　　　　　配線用遮断器（定格電圧 DC500V､定格電流 50A）

　　　　　　　　誘導雷保護器（半導体アレスタ）

寸法公差：±2mm

単位：mm

００
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０ＰＮ
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.
5

c

Ｇ
Ｒb

a

d

(+)

c

4
7
1
.
5

Ｇ
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a
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946 ±2.5

Ｇ
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a
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Ａ
、
ｍ

Ｃ
Ｓ：カレー

ｍ４、５ １
５ ０Ｖ０

３Ｂ
Ａ０

2

５
５

●仕　　様

子Ｍ ＣＢ端Ｃ

ブ

Ｍ
Ｄ

図

－

図

ＰＶ１

列配

－ ＋

Ｂ

２ＰＶ
＋－

ＶＰＶ３Ｐ
－＋

４
＋

2

ＰＶＯ

＋－Ｍ，００Ｖ６ Ａ２０ 、 ．、４ ３ ｍ５ ｍ

子台断路端

a：アースマーク

c：取付穴(4-φ7）

d：ケーブルクランプ穴(8-φ4.7)

b：アース取付穴(4-φ7)

約200 W

7.84 A
33.2 V
8.50 A

26.6 V

単位：mm

寸法公差：±2mm

公称最大出力
公称最大出力動作電圧

公称短絡電流
公称開放電圧
公称最大出力動作電流

　　　照射条件　　　：　   基準太陽光(AM１．５、１kW/㎡)
　　　測定条件　　　：   　太陽電池セル温度　　２５ ℃

モジュール出力特性（参考）

Ｔ

場（現 工加 ）

材質（箱体）　　スチール鋼板　t=1.6

塗装色　　　　　マンセル５Ｙ７／１近似色　半艶

収納機器　　　　入力回路断路端子、逆流防止ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ

構造　　　　　　屋外壁掛形

回路数　　　　　4回路

設計質量　　　　１８ｋｇ

０
０
５

990 ±2.5

A A

f

B

B

　　　　　　　　　最大負荷　：　210W（パソコン負荷）

　　　　　　　　　容量　　　：　350VA

無停電電源装置　バックアップはパソコン本体のみ

ｼﾘｱﾙ信号変換器　RS485／RS232C 変換

気温計　１台

日射計　１台

ケーブル引込み口

（現場にて加工）

ＴＢ配列図

600V，125A、M8，38mm

T2R2 S2 R3S1R1 T1

1φ10kW

パワーコン
ディショナ1 ディショナ2

パワーコン

TR SS3 T3

600V，200A、

M10，100mm
2

2

1φ3W

分電盤

S

R

T

ケーブルクランプ

TB

460

M8
14mm

Ｅ端子図

2

30
0

10
0

4- 10\φ

NP0

500

NP1

（プルボックス）

パワコンプルボックス回路図

塗装色　　　　　マンセル５Ｙ７／１近似色　半艶

材質（箱体）　　スチール鋼板　t=1.6

パワーコンディショナ2

パワーコンディショナ1

設計質量　　　　18ｋｇ

ＮＰ文字　　　　ＮＰ０：（社名板）

構造　　　　　　屋外壁掛形

形式　

●仕　　様

1φ10kW

1φ10kW

ＮＰ１：プルボックス

R1

R2

R3

T2

S3

T3

S2

S1

T1

W

V

W

U

V

U

50
0

160

R

S

T

（分電盤）

1φ3W 100/200V

単位：mm

寸法公差：±2mm

パワコンプルボックス　1台

600

1φ10kW

（参考図） （参考図） （参考図） （参考図）

（参考図）（参考図）（参考図）（参考図）
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三 宅 貴 之
４０９ 太陽光発電設備　機器姿図

590

269

　キーＮｏ.２００

防水フラットハンドル

1.
5

40

15
2

(2
85
)

114

55
0

52
0

換気口（排気）

394

89

配線口

7

24

25

35°

38

760 (285) 40

使用環境　　　　　　　　

自立運転　　　　　　　　AC100V 3KVA

その他保護機能　　　　　

高度

定格出力電圧、周波数　　AC202V　50／60Hz

パワーコンディショナー保護

電力制御方式　　　　　　最大出力追従制御

絶縁方式　　　　　　　　ﾄﾗﾝｽﾚｽ方式（非絶縁）

電流歪率　　　　　　　　総合 5%、各自3%以下

出力基本波力率　　　　　0.95以上

出力電気方式　　　　　　単相2線式（接続 単相3線式）

設計質量　　　　　　　　48㎏

定格入力電圧　　　　　　DC400V

電力変換効率　　　　　　94.5%（定格負荷時）

最大電力追従制御範囲　　DC200V～550V

入力電圧範囲　　　　　　DC0V～DC600V

定格出力容量　　　　　　10kW

材質（箱体）　　　　　　ステンレス(SUS304)　板厚 1.2mm

塗装色　　　　　　　　　マンセル５Ｙ７／１近似色　半艶

構造　　　　　　　　　　屋内外壁掛形

インバータ方式　　　　　電圧型電流制御方式（連携運転時）

回路数　　　　　　　　　6回路

●仕　　様（同等以上品）

（定格～1／8出力､無効電力制御は0.85以上）

スイッチング方式　　　　正弦波ＰＷＭ方式

種類　　　　　　　　　　系統連系パワーコンディショナ

冷却方式　　　　　　　　強制風冷

直流過電圧、交流過電圧、温度以上

同期異常、交流過電流

590×550×325(mm)外形寸法　　

480

15

700

47
0

55

15

458

55

換気口（吸気）

20
0

590

－20℃～＋50℃

10～95%（結露無きこと）相対湿度

周囲温度　　　　

系統不足電圧、系統過電圧、系統不足周波数

能動方式　：　無効電力変動方式

受動方式　：　電圧位相跳躍検出方式単独運転検出　　　　

連系保護　　　　

直流地絡検出機能、表示機能（盤内部）

自動電圧調整機能、直流検出機能

系統過周波数の検出時

海抜0～1,000m

自立出力ケーブルサイズ変換用プルボックスを

含む


